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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子と、
　前記撮像素子によって複数枚の画像を連続して撮像する撮像手段と、
　前記複数枚の画像の各々について、フリッカ成分を補正するフリッカ補正を行う補正手
段と、
　前記補正手段により前記フリッカ補正が行われた前記複数枚の画像を合成し、１枚の合
成画像を生成する合成手段と、
　前記合成画像を出力する出力手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子と、
　前記撮像素子によって複数枚の画像を連続して撮像する撮像手段と、
　前記複数枚の画像の各々を、画像に含まれるフリッカ成分の位相に応じたグループに分
類する分類手段と、
　前記分類手段によって同じグループに分類された画像を合成し、前記グループごとの第
１の合成画像を生成する第１の合成手段と、
　前記グループごとの第１の合成画像について、フリッカ成分を補正するフリッカ補正を
行う補正手段と、
　前記補正手段により前記フリッカ補正が行われた前記グループごとの第１の合成画像を
合成し、１枚の第２の合成画像を生成する第２の合成手段と、
　前記第２の合成画像を出力する出力手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像素子がＸＹアドレス方式の撮像素子であることを特徴とする請求項１又は請求
項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子を有する撮像装置の制御方法で
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あって、
　撮像手段が、前記撮像素子によって複数枚の画像を連続して撮像する撮像工程と、
　補正手段が、前記撮像工程で得られた前記複数枚の画像の各々について、フリッカ成分
を補正するフリッカ補正を行う補正工程と、
　合成手段が、前記補正工程により前記フリッカ補正が行われた前記複数枚の画像を合成
し、１枚の合成画像を生成する合成工程と、
　出力手段が、前記合成画像を出力する出力工程とを有することを特徴とする撮像装置の
制御方法。
【請求項５】
　光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子を有する撮像装置の制御方法で
あって、
　撮像手段が、前記撮像素子によって複数枚の画像を連続して撮像する撮像工程と、
　分類手段が、前記複数枚の画像の各々を、画像に含まれるフリッカ成分の位相に応じた
グループに分類する分類工程と、
　第１の合成手段が、前記分類工程によって同じグループに分類された画像を合成し、前
記グループごとの合成画像を生成する第１の合成工程と、
　補正手段が、前記グループごとの第１の合成画像について、フリッカ成分を補正するフ
リッカ補正を行う補正工程と、
　第２の合成手段が、前記補正工程により前記フリッカ補正が行われた前記グループごと
の第１の合成画像を合成し、１枚の第２の合成画像を生成する第２の合成工程と、
　出力手段が、前記第２の合成画像を出力する出力工程とを有することを特徴とする撮像
装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、上述の目的は、光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子と、撮像
素子によって複数枚の画像を連続して撮像する撮像手段と、複数枚の画像の各々を、画像
に含まれるフリッカ成分の位相に応じたグループに分類する分類手段と、分類手段によっ
て同じグループに分類された画像を合成し、グループごとの第１の合成画像を生成する第
１の合成手段と、グループごとの第１の合成画像について、フリッカ成分を補正するフリ
ッカ補正を行う補正手段と、補正手段によりフリッカ補正が行われたグループごとの第１
の合成画像を合成し、１枚の第２の合成画像を生成する第２の合成手段と、第２の合成画
像を出力する出力手段とを有することを特徴とする撮像装置によっても達成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、上述の目的は、光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子を有する
撮像装置の制御方法であって、撮像手段が、撮像素子によって複数枚の画像を連続して撮
像する撮像工程と、補正手段が、撮像工程で得られた複数枚の画像の各々について、フリ
ッカ成分を補正するフリッカ補正を行う補正工程と、合成手段が、補正工程によりフリッ
カ補正が行われた複数枚の画像を合成し、１枚の合成画像を生成する合成工程と、出力手
段が、合成画像を出力する出力工程とを有することを特徴とする撮像装置の制御方法によ
っても達成される。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、上述の目的は、光学被写体像を画素単位の電気信号に変換する撮像素子を有する
撮像装置の制御方法であって、撮像手段が、撮像素子によって複数枚の画像を連続して撮
像する撮像工程と、分類手段が、複数枚の画像の各々を、画像に含まれるフリッカ成分の
位相に応じたグループに分類する分類工程と、第１の合成手段が、分類工程によって同じ
グループに分類された画像を合成し、グループごとの合成画像を生成する第１の合成工程
と、補正手段が、グループごとの第１の合成画像について、フリッカ成分を補正するフリ
ッカ補正を行う補正工程と、第２の合成手段が、補正工程によりフリッカ補正が行われた
グループごとの第１の合成画像を合成し、１枚の第２の合成画像を生成する第２の合成工
程と、出力手段が、第２の合成画像を出力する出力工程とを有することを特徴とする撮像
装置の制御方法によっても達成される。


	header
	written-amendment

